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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調理物を収容する加熱室と、
　前記加熱室内に熱気を循環させる循環ファンと、
　前記加熱室の前方開放部を開閉自在に閉塞する扉と、
　前記加熱室内で生じた熱気を排出する排気ダクトと、を有し、
　前記扉の裏面と前記前方開放部の周囲を構成している前枠の表面とを密着させることに
よって、前記前方開放部が閉塞される加熱調理器であって、
　前記前枠の上辺部の、前記扉の裏面が密着する範囲及び／又はそれよりも上方に、通気
孔を貫通させ、
　前記通気孔は、前記加熱室の上方に設けられた送風路を介して前記排気ダクトと連通し
ており、
　前記送風路内の前記通気孔近傍に、前記送風路内を流れる空気の異常昇温を検知する温
度センサを設置したことを特徴とする加熱調理器。
【請求項２】
　請求項１に記載の加熱調理器において、
　前記前枠の上辺部は、少なくとも前記扉の裏面が密着する範囲よりも上方に前記通気孔
を有し、前記通気孔は、前記扉で前記前方開放部を閉塞した状態で外部から空気が取り込
まれるように構成されていることを特徴とする加熱調理器。
【請求項３】
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　請求項１または２に記載の加熱調理器において、
　前記扉の裏面と、前記加熱室の前方開放部の周囲の前枠との間に、パッキング材が配設
され、
　前記パッキング材の下辺が配設されているよりも下方に、空気取り込み孔が設けられ、
　前記空気取り込み孔は、前記扉で前記前方開放部を閉塞した状態で前記循環ファンの回
転によって外部から空気が取り込まれるように構成されており、
　前記パッキング材と前記空気取り込み孔との間の前枠には、前記パッキング材の下辺に
沿って前方に向かって突出する凸条が形成されていることを特徴とする加熱調理器。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の加熱調理器は、さらに、
　前記温度センサで検知される加熱開始から所定の検知時間内における検知温度の温度勾
配が、前記扉が正常に閉塞された状態での正常加熱時に検知される正常検知温度に基づく
基準勾配より大きい場合には、前記扉の閉塞不良による異常昇温と判定し、加熱調理運転
を停止する加熱制御手段を有することを特徴とする加熱調理器。
【請求項５】
　請求項４に記載の加熱調理器は、さらに、
　前記扉の開閉を検知する扉スイッチを有し、
　前記扉スイッチによって扉の閉状態が検知されても、前記温度センサによる異常昇温が
検知されると、前記加熱制御手段は、加熱調理運転を停止することを特徴とする加熱調理
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、加熱調理器、特に、カウンタートップの下方前面に、開閉自在の扉を有する
加熱室が設けられたビルトイン式の加熱調理器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ビルトイン式の加熱調理器としてのガスコンロは、図７に示すように、カウン
タートップ１１１の下方に位置するコンロ本体１３１の前面に、コンロ本体１３１内に設
けられている加熱室としてのグリル庫３と、グリル庫３の前方開放部３１を閉塞する扉３
００とを有し、扉３００を前方に移動させることによってグリル庫３が開放可能に設けら
れている。また、グリル庫３内の天井部と両側面下部域には、ガスバーナ２３，２４が前
後方向に配設されてあり、その奥には排気ダクト３５が連設されている。
【０００３】
　扉３００の裏面には、耐熱性ゴムや金属などからなるパッキング材１３０が、前方開放
部３１の周囲を構成している前枠１２２の全周に対応するように配設されてあり、扉３０
０が完全に閉塞されたとき、扉３００の裏面が前枠１２２の前面に、パッキング材１３０
を介して密着する構成となっている。
【０００４】
　又、前枠１２２の下部裏側には、マイクロスイッチ等により構成される扉スイッチ３２
が設けられてあり、図示しないが、扉スイッチ３２のスイッチ部に対向する扉３００の裏
面には、扉３００の裏面が前枠１２２の前面に密着した状態にて、扉スイッチ３２の前記
スイッチ部を押圧する作動部が設けられている。前記作動部が前記スイッチ部を押圧する
ことによって、グリル庫３の前方開放部３１が扉３００で密着状態に閉塞されたかどうか
が検知される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１９００２４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記のような前面に加熱室を閉塞する扉３００が設けられている加熱調理器
では、扉３００の裏面と前枠１２２との間のパッキング材１３０が損傷や劣化する場合が
ある。そのため、扉３００の裏面と前枠１２２との間に閉塞不良に起因する隙間が生じて
しまうことがあるが、上記隙間が生じているにも関わらず、扉スイッチ３２のスイッチ部
が扉３００の裏面に突設させた作動部で押圧されてしまうと、扉３００の閉塞が検知され
る可能性がある。その結果、扉３００が不完全に閉塞された状態でも、ガスバーナ２３，
２４が点火されてグリル庫３内が加熱されてしまい、グリル庫３内の熱気が、扉３００の
裏面と前枠１２２との間に形成された隙間を通ってグリル庫３の外部へ漏出する虞がある
。
　特に、加熱室として、グリル庫３の代わりに、循環ファンを用いて加熱室内で熱気を循
環させるオーブン庫の組み込みを考えた場合、僅かな隙間でも熱気が外部に漏出しやすい
。そのため、カウンタートップ１１１が耐熱性の低いＡＢＳ樹脂や木材等の材質で構成さ
れている場合では、漏出した熱気により、扉３００の上方に位置するカウンタートップ１
１１が変色したり変形したりする不都合や、熱せられたカウンタートップ１１１に触れて
火傷してしまうといった問題が生じる。ステンレス製のカウンタートップ１１１の場合で
も、その切断面に被覆させる樹脂製の保護被覆材が熱によって損傷してしまうといったト
ラブルもある。また、熱気が外部に漏れることによって、調理物の加熱不足や焼きムラを
生じさせてしまう不具合もある。
【０００７】
　本発明は、上記の問題点に鑑み、扉が不完全な状態で加熱室の前方開放部を閉塞して加
熱調理を行なった場合に、熱気の漏れを確実に且つ迅速に検知することができる加熱調理
器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために講じた本発明は、
　調理物を収容する加熱室と、
　前記加熱室内に熱気を循環させる循環ファンと、
　前記加熱室の前方開放部を開閉自在に閉塞する扉と、
　前記加熱室内で生じた熱気を排出する排気ダクトと、を有し、
　前記扉の裏面と前記前方開放部の周囲を構成している前枠の表面とを密着させることに
よって、前記前方開放部が閉塞される加熱調理器であって、
　前記前枠の上辺部の、前記扉の裏面が密着する範囲及び／又はそれよりも上方に、通気
孔を貫通させ、
　前記通気孔は、前記加熱室の上方に設けられた送風路を介して前記排気ダクトと連通し
ており、
　前記送風路内の前記通気孔近傍に、前記送風路内を流れる空気の異常昇温を検知する温
度センサを設置したことを特徴とする加熱調理器である。
【０００９】
　扉の裏面が前枠に密着すると、加熱室の前方開放部が閉塞されるから、加熱室内が加熱
されても内部の熱気が外部へ漏出することはないが、扉の裏面と前枠との間に僅かでも隙
間が生じると、加熱室内の熱気の一部は前記隙間から上方へ漏出する。しかしながら、上
記加熱調理器によれば、前枠の上辺部に通気孔が形成されていると共に、前記通気孔は加
熱室内の熱気を排出する排気ダクトと送風路を介して連通しているから、漏出した熱気は
上昇して、その一部が通気孔に吸い込まれ、送風路を通って、排気ダクトから排出される
。従って、送風路内に温度センサを設けることにより、隙間から漏出した熱気が通気孔か
ら送風路内に吸い込まれた場合に、温度センサが高温の熱気に晒されるから、熱気の漏出
に起因する異常昇温を確実に且つ迅速に検知することができる。
　さらに、前記温度センサが、前記送風路内の前記通気孔近傍に設置されているから、温
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度センサは、通気孔から吸い込まれる高温の熱気に対する応答性に優れたものとなり、熱
気の漏れによる異常昇温をより確実に且つ迅速に検知することができる。
　そして、前記加熱室内に熱気を循環させる循環ファンを有するから、扉の裏面と前枠と
の間に隙間が生じた場合、循環ファンにより加熱室から熱気がより漏出しやすくなるが、
上記加熱調理器によれば、そのような熱気の漏出を確実に且つ迅速に検知することができ
る。
【００１０】
　また、前記前枠の上辺部は、少なくとも前記扉の裏面が密着する範囲よりも上方に前記
通気孔を有し、前記通気孔は、前記扉で前記前方開放部を閉塞した状態で外部から空気が
取り込まれるように構成されているものでは、通気孔が少なくとも扉の密着範囲よりも上
方に設けられているから、扉が正常な密閉状態で前方開放部を閉塞している場合でも、該
通気孔から送風路に外部の空気が取り込まれる。それゆえ、正常状態における温度センサ
で検知される検知温度と、扉の裏面と前枠の上辺部との間に隙間が生じて熱気が送風路内
に吸い込まれる異常状態における温度センサで検知される検知温度との温度差が大きくな
る。
【００１３】
　また、前記扉の裏面と、前記加熱室の前方開放部の周囲の前枠との間に、パッキング材
が配設され、前記パッキング材の下辺が配設されているよりも下方に、空気取り込み孔が
設けられ、前記空気取り込み孔は、前記扉で前記前方開放部を閉塞した状態で前記循環フ
ァンの回転によって外部から空気が取り込まれるように構成されており、前記パッキング
材と前記空気取り込み孔との間の前枠には、前記パッキング材の下辺に沿って前方に向か
って突出する凸条が形成されているものでは、扉の裏面と加熱室の前枠との間に配設され
たパッキング材に損傷あるいは劣化が生じた場合、循環ファンの回転により加熱室から漏
出した熱気が空気取り込み孔から取り込まれて、加熱室内の温度が低下したり、通気孔か
ら吸い込まれる熱気が少なくなり、異常昇温の検知が遅れる虞がある。しかしながら、前
枠のパッキング材の下辺に沿って前方に向かって突出する凸条を形成することにより、加
熱室の前方開放部から下方への熱気の漏出が抑えられるから、加熱室内の温度低下を防ぐ
ことができるとともに、送風路内に設けられた温度センサで熱気の漏出による異常昇温を
より早期に検知することができる。
【００１４】
　また、前記温度センサで検知される加熱開始から所定の検知時間内における検知温度の
温度勾配が、前記扉が正常に閉塞された状態での正常加熱時に検知される正常検知温度に
基づく基準勾配より大きい場合には、前記扉の閉塞不良による異常昇温と判定し、加熱調
理運転を停止する加熱制御手段を有するものでは、加熱調理を開始してから数分間内に、
温度センサによって検知される温度の温度勾配が基準勾配を超えたとき、自動的に加熱調
理運転が停止して、非加熱状態となるから、所定温度にまで上昇したときの閾値で判断す
る場合に比べて早期に熱気の漏出を判断でき、それによって、外部への熱気の漏れをより
抑えることができる。
【００１５】
　さらに、前記扉の開閉を検知する扉スイッチを有し、
　前記扉スイッチによって扉の閉状態が検知されても、前記温度センサによる異常昇温が
検知されると、前記加熱制御手段が、加熱調理運転を停止するものでは、扉で加熱室の前
方開放部が正常に閉塞されているかどうかは扉スイッチが判定するが、例えば、パッキン
グ材の損傷や変形によって生じる僅かなシール性の欠如を判定することができない場合で
も、熱気の漏れが生じると、温度センサが速やかに反応し、加熱調理運転を停止させるの
で、加熱室内からの熱気の漏れによる問題を一層確実に解決することができる。このよう
に、扉の閉塞不良は、扉スイッチと温度センサによって二重にチェックされることにより
、一層優れた信頼性を確保することができる。
【発明の効果】
【００１６】
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　以上のように、本発明によれば、加熱室内からの熱気の漏れを、温度センサによって確
実に且つ迅速に検知できるから、温度センサで異常昇温を検知した時点で加熱を停止させ
れば、耐熱性の低い材質からなるカウンタートップが熱気によって変色したり変形したり
する不都合や、火傷の危険を回避することができる。また、加熱室内の熱気が外部に漏れ
ることによって、調理物の加熱不足や焼きムラを生じさせてしまう不都合を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態における加熱調理器を示す概略断面斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態における加熱調理器の後方部分を示す横断面要部斜視図であ
る。
【図３】本発明の実施の形態における加熱調理器を示す前方要部斜視図であり、扉が僅か
に開いた状態を示す。
【図４】本発明の実施の形態における加熱調理器による加熱調理運転の一例を示すフロー
チャートである。
【図５】本発明の実施の形態の第１変形例における加熱調理器の前方部分を示す要部斜視
図である。
【図６】本発明の実施の形態の第２変形例における加熱調理器の後方部分を示す横断面要
部斜視図である。
【図７】従来の加熱調理器の構成を示す概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための形態について添付図面を参照しながら説明する。
　図１は、本発明を実施するための形態の加熱調理器として、システムキッチンのカウン
タートップ１１の開口１２に、コンロ本体１３を落とし込み状態で組み込まれるビルトイ
ン式のガスコンロの縦断面概略斜視図である。このガスコンロは、コンロ本体１３内に、
調理物を収容させる加熱室としてオーブン庫２と、その下方に燃焼室２０とを有する。な
お、本明細書では、オーブン庫２の扉２８側と奥側とが対向する方向を前後方向、オーブ
ン庫２の幅方向を左右方向、オーブン庫２の高さ方向を上下方向という。
【００１９】
　オーブン庫２は、カウンタートップ１１の下方に位置し、天井部を構成する上壁２ａと
、オーブン庫２の下方に設けられた燃焼室２０を区画する下壁２ｂ、左右の側壁２ｃ、及
びオーブン庫２内で熱気を循環させるための吹出し孔２０１と吸込み孔２０２とが形成さ
れた後壁２ｄを有しており、前面パネル３３の中央部に調理物を出し入れする前方開放部
２１が開放するように設けられている。
【００２０】
　天井部の上方には、排気通路１４が形成されてあり、該排気通路１４は、上壁２ａに設
けられた排出孔１６と、コンロ本体１３の後方上方部に設けられた排気ダクト１５と連通
している。これにより、加熱調理時に、オーブン庫２内を循環する熱気の一部は、排出孔
１６から排気通路１４を介して排気ダクト１５を通り外部に排出される。
【００２１】
　また、後壁２ｄの吸込み孔２０２が形成されている左右中央部は前方に膨出しており、
その膨出部分は、燃焼室２０からの熱気が空気通路２０ａを介して供給されるように、下
方を除いて仕切り板１７で囲まれている。なお、後壁２ｄの吸込み孔２０２は、仕切り板
１７の開口１７ａに対向するように形成されている。
【００２２】
　オーブン庫２の下方に配置された燃焼室２０には、図示しないガス供給管を介して燃料
ガスが供給されるガスバーナ４０が配設されており、燃焼室２０の前方下方部から吸い込
まれた空気がガスバーナ４０の燃焼により加熱され、生成された熱気が、空気通路２０ａ
を介して循環ファン１８に吸い込まれる。
【００２３】
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　図１及び図２に示すように、オーブン庫２の後壁２ｄより後方の左右中央部には、開口
１７ａを有する仕切り板１７が設けられ、その開口１７ａの背後に循環ファン１８が回転
自在に配置されている。循環ファン１８の回転軸は、ファンカバー１９の背面後方に取り
付けられたモータケース１９９内に収容されたファンモータＭの軸に連結されており、そ
の回転により駆動される。
【００２４】
　循環ファン１８は、オーブン庫２の後壁２ｄに設けられた吸込み孔２０２からオーブン
庫２内の熱気を吸引すると共に、後壁２ｄと仕切り板１７との下方に設けられた空気通路
２０ａと連通する隙間から熱気を吸引し、循環ファン１８の左右に設けられた出口通路１
８０から、後壁２ｄの吹出し孔２０１を介して熱気を循環させる。
　すなわち、加熱調理時には、循環ファン１８によって燃焼室２０から空気通路２０ａに
送り込まれる熱気と、オーブン庫２内の循環熱気とが混合されて、オーブン庫２内に供給
され、それによって、オーブン庫２内の温度を急速に上昇させると共に、オーブン庫２内
の温度を効率よく均一化することができる。
【００２５】
　ファンカバー１９とモータケース１９９との間には、冷却ダクト３６を介して外部と連
通する冷却通路３４が形成されてあり、冷却通路３４内には、ファンモータＭを冷却する
冷却ファン３７が循環ファン１８と同軸で設けられている。これにより、加熱調理時に排
気ダクト１５を通って外部に排出される熱気を冷却することができる。
【００２６】
　オーブン庫２は、扉２８を前後に移動させることによって開閉自在に構成されており、
加熱調理時には、扉２８と共に、支持枠４１、さらにはこれに支持させたプレート４２、
及び焼網４を引き出して、焼網４の上に、例えば、魚等の被調理物を載置した後、扉２８
を後方へ移動させることによって被調理物をオーブン庫２内に収納することができる。
【００２７】
　扉２８は、中央に透明の窓部２７が形成されるように、窓部２７を除く他の部分には印
刷が施されていると共に、下端に、把手部２９が前方に突出する形状に形成された構成で
あり、扉２８の裏面が、オーブン庫２の前方開放部２１の周囲を構成している矩形の前枠
２２の表面に、矩形枠部に沿って矩形枠状に形成されたパッキング材３０を介して密着す
るように設定されている。
【００２８】
　なお、図示しないが、オーブン庫２の前枠２２の左右の所定箇所には扉スイッチとして
リードスイッチが配設されてあり、これに対応する扉２８の左右の下部には、作動部とし
てのマグネットが配設されている。よって、扉２８が閉じられると、マグネットによって
リードスイッチが作動し、扉２８の閉塞が検知される。この扉スイッチの閉信号は後述す
る加熱制御手段２６に出力される。なお、扉スイッチは、下枠あるいはプレート４２の位
置によって扉２８の開閉状態を検知するよう、オーブン庫２の後方に設けてもよい。
【００２９】
　図３に示すように、オーブン庫２の前枠２２の上辺部には、扉２８が閉塞されたときに
、パッキング材３０が当接する密着範囲よりも上方であって左右中央部に、複数の通気孔
１０が形成されている。
　この通気孔１０は、オーブン庫２の上方であって、図１に示すように、排気通路１４と
上下方向で隣接する位置に設けられた送風路５を介して、排気ダクト１５と連通している
。これにより、加熱調理時に通気孔１０を介して取り込まれた外部の空気により排気通路
１４が冷却され、排気通路１４を通る熱気による天板の過熱を低減できる。
【００３０】
　通気孔１０の上方には、扉２８側に向かって延びる庇部３８が形成されてあり、扉２８
は、庇部３８の下面と、扉２８の上面との間で、通気孔１０に繋がる空気取り入れ部３９
が形成されるように配置されている。これにより、扉２８の裏面と前枠２２との間の隙間
が生じる異常状態で、上方に漏出した熱気が庇部３８で一旦滞留するため、通気孔１０か
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ら吸い込まれる熱気を多くすることができると共に、正常状態で、正面側から空気取り入
れ部３９を介して外部の空気が通気孔１０に流れやすくなる。
【００３１】
　送風路５内の通気孔１０近傍には、温度センサ１が設置されてあり、温度センサ１で検
知された検知温度は、加熱制御手段２６に出力される。すなわち、扉２８の裏面と前枠２
２との間に隙間が生じた場合、オーブン庫２内の熱気の一部は隙間から上方へ漏出するが
、通気孔１０はオーブン庫２内の熱気を排出する排気ダクト１５に繋がる送風路５と連通
しているから、漏出した熱気は排気ダクト１５から排出される熱気や冷却ダクト３６から
排出される冷却用の空気によるドラフト効果で通気孔１０に吸い込まれ、送風路５を通っ
て、排気ダクト１５から排出される。これにより、オーブン庫２の前方において外部への
高温の熱気の漏出を抑えることができる。そして、送風路５内の通気孔１０近傍には温度
センサ１が設けられているから、通気孔１０を介して吸い込まれた高温の熱気に温度セン
サ１が晒され、それによって熱気の漏出に起因する異常昇温を確実に且つ迅速に検知する
ことができる。従って、該温度センサ１で検知される異常昇温に基づき、加熱調理運転を
制御すれば、漏出した熱気によるカウンタートップ１１の過熱を防止することができる。
【００３２】
　通気孔１０は、少なくとも通気孔１０の一部が前枠２２の上辺部の、扉２８の密着範囲
よりも上方に位置していれば、扉２８が正常に前方開放部を閉塞している場合でも、通気
孔１０から外部の空気を取り込むことができる。その結果、正常状態における温度センサ
１で検知される検知温度と、扉２８の裏面と前枠２２の上辺部との間に隙間が生じて熱気
が送風路５内に吸い込まれる異常状態における温度センサ１で検知される検知温度との温
度差が大きくなり、異常昇温をより迅速に検知することができる。なお、通気孔１０を上
下に細い溝状に形成することにより、清掃の際にも温度センサ１に洗剤や水がかかりにく
く、直接手が触れることも防止できる。さらに、温度センサ１の正面部に通気孔１０を設
けない構成とすることにより、温度センサ１を洗剤や水から一層確実に保護することがで
きる。
【００３３】
　加熱制御手段２６は、前面パネル３３に設けられた操作スイッチ等の操作により、各種
の調理運転を制御するとともに、オーブン庫２で加熱調理が行なわれた際に、温度センサ
１で検知される異常昇温に基づき、加熱調理運転を停止する機能を備えている。具体的に
は、加熱制御手段２６には、扉２８が正常に閉塞された状態での正常加熱時に検知される
正常検知温度に基づく基準勾配が記憶された記憶部と、加熱調理運転が開始されたときの
開始温度から所定時間内における検知温度の温度勾配と、基準勾配とを比較する温度比較
部と、温度比較部の比較結果に基づきガスバーナ４０の燃焼制御を行う燃焼制御部などを
備え、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成されている。
【００３４】
　次に、加熱調理運転が行われる場合の動作制御を、図４に示すフローチャートに基いて
説明する。
　扉２８を前方へ引き出して、焼網４上に魚等の被調理物を載置した後、扉２８を後方へ
押し込んで、オーブン庫２の前方開放部２１を閉塞させる。そして、ステップ１（Ｓ１）
にて、電源スイッチがＯＮになり、さらに、ステップＳ２（Ｓ２）にて、スタートスイッ
チがＯＮになると、オーブンによる調理が開始されるが、これには、まず、ステップ３（
Ｓ３）にて、扉スイッチがＯＮ状態（扉が「閉」の状態）であることが確認される。扉ス
イッチがＯＮの場合、ステップ４（Ｓ４）に進んで、図示しないが、電磁弁が開弁し、ガ
スバーナ４０が点火されて、オーブン庫２内が加熱される。
【００３５】
　これと同時に、前記スタートスイッチと同時に入力されるオーブンの各種モードスイッ
チに応じて、タイマーがセットされ（ステップ５（Ｓ５））、焼成終了（セットアップ）
までの時間が測定されると同時に、ステップ６（Ｓ６）にて、加熱開始から所定時間（３
分）経過後の、温度センサ１による検知温度の昇温スピード（温度勾配）を測定し、前記
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温度勾配が予め設定されている基準勾配以下の場合は、正常状態とみなされて、ガスバー
ナ４０による加熱が継続される。
【００３６】
　そして、タイマーがステップ７（Ｓ７）にて、タイムアップすると、ステップ８（Ｓ８
）にて、電磁弁が閉じられてガスバーナ４０が消火され、オーブンによる焼成調理が終了
する。
【００３７】
　一方、上記ステップ６（Ｓ６）にて、加熱開始から所定時間（３分）経過後の温度セン
サ１による検知温度の温度勾配が前記基準勾配よりも大きいと判定された場合は、異常昇
温とみなされ、加熱制御手段２６が作用することにより、ステップ８（Ｓ８）にて、電磁
弁が強制的に閉弁し、ガスバーナ４０が消火される。
【００３８】
　この場合、ステップ３（Ｓ３）にて、扉スイッチがＯＮであるにも関わらず、ステップ
６（Ｓ６）にて異常昇温と判定されて、ステップ８（Ｓ８）にて、ガスバーナ４０が消火
されることとなる。
【００３９】
　このように、ステップ３（Ｓ３）にて、扉スイッチがＯＮ、すなわち、扉２８は「閉」
状態でも、ステップ６で、温度センサ１による検知温度の異常昇温が確認されるというこ
とは、オーブン庫２から熱気が漏れ出ていることが確認されたということである。
【００４０】
　以上のように、送風路５内に配設された温度センサ１で、扉２８と前方開放部２１との
隙間から漏れ出た熱気による異常昇温が検知されるため、漏出した熱気に対する即応性が
良く、熱気の漏れに対して迅速に対応することができる。
【００４１】
　また、扉２８からの熱気の漏れが確認されれば、ガスバーナは強制的に消火されるので
、漏れ出た熱によって、扉２８の上方のカウンタートップ１１が過熱される不都合を防止
することができる。よって、カウンタートップ１１が耐熱性の低い材質によって形成され
ている場合でも、扉２８から漏れ出た熱によって変色したり変形したりする不都合や、加
熱されたカウンタートップ１１に触れて火傷するといった危険も回避することができる。
【００４２】
　また、オーブン庫２内の熱気が漏出した状態のままで加熱調理運転が続行してしまうこ
とによる被調理物の加熱不足や焼きムラを生じさせてしまう不都合もない。
【００４３】
　さらに、扉２８の閉塞不良は、扉スイッチにて検知されるが、扉スイッチにて「閉」と
検知されても、パッキング材３０の損傷や変形等によって扉２８と前枠２２との間に僅か
に隙間が生じる場合がある。このようなごく僅かな隙間では、扉スイッチは反応せず、「
閉」状態が維持されてしまう。しかしながら、上記加熱調理器によれば、扉スイッチによ
り扉の「閉」が判定されても、温度センサ１により異常昇温が検知されれば、扉スイッチ
よりも優先してガスバーナ４０が強制的に消火される。従って、例えば、扉スイッチによ
って検知できない、パッキング材３０の損傷や変形などによって生じる僅かなシール性の
欠如が生じた場合に、そこから熱気の漏れが生じると、温度センサ１が速やかに反応し、
加熱調理運転を停止させるので、加熱室内からの熱気の漏れによる問題を一層確実に解決
することができる。
【００４４】
　図５は、本実施の形態の第１変形例における加熱調理器の前方部分を示す要部斜視図で
ある。なお、煩雑化を避けるため、図中、扉２８や庇部３８など他の構成部品は省略され
ている。図５に示すように、この加熱調理器は、オーブン庫２の略矩形状の前方開放部２
１の周囲の前枠２２にパッキング材３０が配設されており、パッキング材３０の下方には
、パッキング材３０の下辺に沿って前枠２２をパッキング材３０の突出高さと略同一高さ
で前方に突出させた凸条２２ａが形成されている。
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【００４５】
　既述したように、オーブン庫２の前方開放部２１の下方には、オーブン庫２内に熱気を
循環させるために外部から空気を燃焼室２０内に取り入れる空気取り込み孔８０が形成さ
れている。このため、パッキング材３０の損傷や劣化などが生じた場合、循環ファン１８
の回転によりオーブン庫２から漏出した熱気が空気取り込み孔８０から燃焼室２０内に吸
い込まれる可能性がある。その結果、オーブン庫２内の温度が低下したり、オーブン庫２
の前枠２２の上方に設けられた通気孔１０から吸い込まれる熱気が少なくなり、異常昇温
の検知が遅れる虞がある。しかしながら、前枠２２のパッキング材３０の下辺に沿って前
方に向かって突出する凸条２２ａを形成することにより、循環ファン１８を回転させた状
態でも、オーブン庫２の前方開放部２１から下方に漏出する熱気が抑えられ、オーブン庫
２内の温度低下を防ぐことができるとともに、送風路５内に設けられた温度センサ１で熱
気の漏出による異常昇温をより早期に検知することができる。なお、本実施の形態では、
空気取り込み孔８０は、オーブン庫２の前方開放部２１の下方であって、前枠２２から一
段後方に位置する燃焼室２０の前壁に設けられているが、パッキング材３０の配設箇所よ
りも下方であって、扉２８の閉塞時にオーブン庫２内に空気が取り入れられない箇所であ
れば、前枠２２自体に設けられてもよいし、燃焼室２０の底壁に設けられてもよい。
【００４６】
　図６は、本実施の形態の第２変形例における加熱調理器の後方部分を示す横断面要部斜
視図である。上記実施形態では、加熱手段としてガスバーナ４０が用いられているが、こ
の加熱調理器では、オーブン庫２の下方にガスバーナ４０が配設されておらず、図に示す
ように、吹出し孔２０１の後方の出口通路１８０に電気ヒータ４８が配設されている。こ
のような電気ヒータ４８としては、高温の熱気を発生させることが可能なシーズヒータを
用いることができる。なお、オーブン庫２の下方は、ガスバーナ４０が配設されない以外
は上記実施形態における加熱調理器の燃焼室２０と同様の構成であるため図示しないが、
燃焼室２０と同様に前方で外部と連通しており、外部の空気を取り入れる通気室として機
能している。従って、この加熱調理器では、オーブン調理を行うにあたって、循環ファン
１８及び冷却ファン３７の回転駆動が開始されるとともに、電気ヒータ４８への通電が開
始されると、出口通路１８０内で熱気が発生する。そして、オーブン庫２の下方の通気室
から導入される空気により、出口通路１８０内で発生した熱気が吹出し孔２０１からオー
ブン庫２内に熱風となって送り出され、オーブン庫２内の熱風は、後壁２ｄに形成された
吸込み孔２０２を介して出口通路１８０に吸込まれる。これにより、オーブン庫２内に熱
風を循環させることができ、オーブン調理を行うことができる。
【００４７】
　なお、上記実施形態では、加熱室として、循環ファン１８のあるオーブン庫２を有する
加熱調理器について説明したが、循環ファンのないグリル庫を有する加熱調理器にも本発
明を適用してもよい。
【００４８】
　また、上記実施形態では、異常昇温を温度勾配により判断しているが、温度センサ１の
検知温度が所定温度となった場合を、異常昇温として検知してもよい。さらに、温度セン
サ１による検知温度の温度勾配と基準勾配との差は小さくなるが、前枠２２の上辺部のう
ち、扉２８の裏面が密着する範囲のみに通気孔１０が形成されていても良い。
【００４９】
　また、上記実施形態では、扉スイッチと温度センサ１とで、扉２８の閉塞不良を二重に
チェックできるようにしたが、扉スイッチは必ずしも設けておく必要はない。
【符号の説明】
【００５０】
　１　　　　　　温度センサ
　１０　　　　　通気孔
　１５　　　　　排気ダクト
　２　　　　　　加熱室（オーブン庫）
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　２１　　　　　前方開放部
　２２　　　　　前枠
　２２ａ　　　　凸条
　２８　　　　　扉
　５　　　　　　送風路
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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